
揖斐川水辺空間利活用マネジメント事業者公募型プロポーザル基本方針 

 

 

１ 事業の目的 

桑名市及び河川管理者と協力し、水辺空間における民間営利活動を含めた利活用を推進す

ることで、水辺空間の賑わい創出と、桑名市ならではの文化的・歴史的資源を活かしたまち

づくりを実現することを目的とする。 

 

２ 公募型プロポーザル方式採用理由 

「都市・地域再生等利用区域」の指定を受け、民間事業者による営業活動が可能になって

いる区域内のうち、市の占用区域について、近隣には六華苑や七里の渡し等の観光スポット

があることから、それら施設及び民間企業との連携並びに観光資源を活用することでこの地

域のブランド価値を高めることを期待している。また、公共用地を用いた収益によって管理

運営を行う事業形態になることから価格競争にはなじまないため、創造力、発想、課題解決

方法及び取組み体制等の提案等よって委託予定者を決定するプロポーザル方式を採用する

ことが適切であると考え、公募型プロポーザル方式を採用するものである。 

 

３ 期待される効果 

 区域の管理運営だけではなく、地域の観光資源を活用した事業の推進によって地域のブラ

ンド価値を高め、誘客の増加と市内消費の喚起を期待します。 

 

４ 事業スケジュール（予定） 
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５ 審査方法 

 審査委員会を設置し、企画提案書の内容とプレゼンテーション等により、管理運営及び地

域のブランド力を高めることへの理解度、事業計画について総合的に判断し、委託予定者を

決定する。 

 


